
所

報

一
九
九
一
年
一
月
か
ら
一
一
一
月
末
ま
で
の
期
聞
に
お
け
る
社
会
科
学

研
究
所
の
主
要
な
活
動
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

機
構
お
よ
び
人
事

ω
所
員
総
会

－
第
五
七
固
定
例
所
員
総
会
〈
六
月
八
日
、
神
田
校
舎
八
A
会
議

室）。議
事

ω矢
吹
満
男
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶

の
あ
と
、

ω新
所
員
、
研
究
多
与
、
特
別
研
究
員
、
新
運
営
委
員
の
委

嘱
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九

0
年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、
制
一
九
九
一
年
度
事
業
計
画

案
な
ら
び
に
実
行
予
算
案
が
原
案
通
り
に
承
認
決
定
さ
れ
た
。
乙
の
結

果
、
本
年
度
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
が
み
あ
わ
せ
ら
れ
る
と
と
に
な

り
、
ま
た
夏
季
合
宿
集
中
研
究
会
を
取
り
止
め
て
、
川
崎
市
を
対
象
と

し
た
地
域
研
究
・
工
場
見
学
を
実
施
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
そ
の
ほ

か
、
新
し
い
『
月
報
』
投
稿
規
定
が
承
認
さ
れ
、
事
務
局
員
交
通
費
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
乙
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
グ
ル
ー
プ
研
究
の
あ
り
方

（
申
請
件
数
予
メ
ン
バ
ー
の
構
成
、
謝
礼
の
支
払
い
な
ど
〉
に
つ
い
て

い
く
つ
か
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
、
事
務
局
で
検
討
す
る
ζ

と
に
な

っ
た
。2

第
五
八
固
定
例
所
員
総
会
〈
一
二
月
七
日
、
神
田
校
舎
八
A
会

議
室
）議

事

ω浅
見
和
彦
所
員
を
議
長
に
選
出
し
、

ω麻
島
所
長
の
挨
拶

の
あ
と
、

ω新
所
員
の
委
嘱
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て

ω一
九
九
一
年

度
事
業
経
過
報
告
な
ら
び
に
実
行
予
算
経
過
報
告
、
事
務
局
活
動
報
告

が
承
認
さ
れ
、
伺
「
社
会
科
学
研
究
所
四

O
年
史
」
（
仮
題
）
の
編
纂

と
そ
の
た
め
の
特
別
補
助
金
の
申
請
が
承
認
決
定
さ
れ
、
制
一
九
九
二

年
度
事
業
計
画
案
な
ら
び
に
要
求
予
算
案
が
原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ

た。

ζ

の
結
果
、
や
む
を
え
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
は
、
一
年
聞
に

限
り
グ
ル
ー
プ
研
究
の
中
断
・
延
期
が
認
め
ら
れ
る
ζ
と
に
な
っ
た
。

討
議
の
な
か
で
、
定
例
研
究
会
へ
の
所
員
の
積
極
的
な
怠
加
が
要
請
さ

れ
、
「
社
会
科
学
研
究
所
四
O
年
史
」
（
仮
題
〉
の
編
纂
に
つ
い
て
も

活
発
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
た
。
ま
た
、
『
月
報
』
へ
の
外
部
か
ら
の
投

稿
の
可
否
に
つ
い
て
問
題
が
提
起
さ
れ
た
の
で
、
事
務
局
で
検
討
す
る

乙
と
に
な
っ
た
。
な
お
前
回
総
会
で
提
起
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、

①
一
人
二
件
に
限
り
研
究
助
成
の
申
請
者
に
な
る
乙
と
が
で
き
る
、
②

グ
ル
ー
プ
研
究
の
メ
ン
バ
ー
が
内
部
の
研
究
会
に
お
い
て
報
告
し
た
場

合
に
は
謝
礼
を
支
払
う
と
と
は
で
き
な
い
、
③
研
究
助
成
を
受
け
た
者

は
年
一
回
事
後
報
告
と
し
て
研
究
経
過
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ぺ
と
の
事
務
局
提
案
が
承
認
決
定
さ
れ
た
。
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(2) 

運
営
委
員
会
・
事
務
局
の
構
成

ω
一
九
九
一
年
度
の
運
営
委
員
は
、
所
長
麻
島
昭
一
所
員
、
事
務

局
長
高
橋
祐
吉
所
員
、
第
一
部
長
玉
垣
良
典
所
員
、
第
二
部
長
加
藤
佑

治
所
員
、
第
三
部
長
加
藤
幸
三
郎
所
員
（
以
上
第
五
六
回
総
会
で
選

出
）
、
経
済
学
部
長
西
岡
幸
泰
所
員
、
前
事
務
局
長
泉
武
夫
所
員
の
ほ

か
に
、
常
行
敏
夫
所
員
（
経
済
学
部
）
、
古
川
純
所
員
〈
法
学
部
）
、
伊

東
洋
三
所
員
（
経
営
学
部
）
、
大
西
勝
明
所
員
ハ
商
学
部
）
、
柴
田
弘
捷

所
員
（
文
学
部
）
の
一
二
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
？

ω
事
務
局
は
、
麻
島
所
長
、
高
橋
事
務
局
長
、
西
村
弘
所
員
、
野

口
旭
所
員
（
以
上
財
政
担
当
）
、
作
間
逸
雄
所
員
、
福
島
義
和
所
員
、

川
村
晃
正
所
員
、
池
本
正
純
所
員
、
毛
塚
勝
利
所
員
（
以
上
研
究
会
担

当
）
、
鈴
木
直
次
所
員
、
石
塚
良
次
所
員
、
加
藤
浩
平
所
員
、
広
瀬
裕

子
所
員
（
以
上
編
集
担
当
）
、
村
上
俊
介
所
員
、
作
間
逸
雄
所
員
（
兼

任
）
（
以
よ
文
献
資
料
担
当
）
、
吉
田
雅
明
所
員
、
石
塚
良
次
所
員
（
兼

任
）
（
以
上
パ
ソ
コ
ン
担
当
）
の
一
五
所
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

ス
w

。(3) 

所
員
、
研
究
参
与
等
の
移
動

ω
所
員
土
生
田
純
之
（
文
学
部
）
、
山
中
尚
（
経
済
学
部
）
、
蔭

山
雅
博
（
商
学
部
）
、
中
川
敬
司
（
経
営
学
部
〉
の
四
氏
は
四
月
一
日

付
け
で
、
浅
見
和
彦
（
経
済
学
部
）
、
嶋
根
克
己
（
文
学
部
）
、
多
辺
国

政
弘
（
経
済
学
部
）
、
吉
田
雅
明
（
経
済
学
部
）
の
四
氏
は
五
月
一
日

付
け
で
、
井
上
裕
氏
（
経
営
学
部
〉
は
六
月
一
日
付
け
で
、
田
中
貞
夫

氏
（
経
済
学
部
〉
は
七
月
五
日
付
け
で
、
斎
藤
雄
志
（
経
営
学
部
）
、

辻
逮
也
〈
文
学
部
）
の
ニ
氏
は
一
二
月
一
日
付
け
で
、
そ
れ
ぞ
れ
運
営

委
員
会
の
議
を
経
て
所
員
を
委
嶋
さ
れ
た
。
芥
川
集
一
所
員
は
九
月
二

日
に
逝
去
さ
れ
た
。

ω
研
究
怠
与
三
輪
芳
郎
前
所
員
は
運
営
委
員
会
の
識
を
経
て
六

月
一
日
付
け
で
研
究
参
与
を
委
嘱
さ
れ
た
。
平
館
利
雄
研
究
怠
与
は
四

月
二
六
日
に
逝
去
さ
れ
た
。

ω
所
外
研
究
員
小
林
義
雄
所
外
研
究
員
は
本
人
の
申
し
出
に
よ

り
所
外
研
究
員
を
解
嘱
さ
れ
た
。

ω
特
別
研
究
員
高
梨
健
司
（
尊
大
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
〉
、
矢
吹
芳
洋
（
同
法
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
）
の
二
氏

は
、
運
営
委
員
会
の
議
を
経
て
五
月
一
日
付
け
て
特
別
研
究
員
を
引
き

続
き
委
嘱
さ
れ
た
。

以
上
に
よ
り
、
第
五
八
固
定
例
所
員
総
会
時
に
お
け
る
所
員
は
一
三

七
名
、
研
究
参
与
は
一
五
名
、
所
外
研
究
員
は
七
名
、
特
別
研
究
員
は

ニ
名
と
な
っ
た
。
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活
動

）
 

噌・a

・
，，‘、

定
例
研
究
会

ω
五
月
一
八
日
（
土
〉
一
一
時
J
神
田
社
研



(2) 

テ
1
7

「
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
に
つ
い
て
」

報
告
者
鍋
谷
秀
子
氏
（
日
本
銀
行
調
査
統
計
局
）

六
月
－
九
日
（
水
〉
一
四
時
四

O
分
J
生
回
社
研

テ
1
7

．‘

0
4－
a
z同
巧
白
丹
市
明
則
N
g
c
E門口市目白ロ向日回同曲目同国・

－FnRFOロ
『
。
門
司
E
Z円
柑
〉
四
・
同
MHO門
THnHFOロ
吉
同
r自

C
E同町内回伊良品目ヨ

報
告
者

HMHO同
・
切
O
V
F
S国『
O包
（
Z
晶
君
富

z
x
o
ω
再三品回

d
E
g
g
－q〉

－M円。同・

2
1由
開
白
血
円
自
白
ロ
〈
Z
品
唱
冨
品
H
F
g
g
2
2

C
E
g
g
p
u、）

通

訳

森

宏

所

員

六
月
二
二
日
（
土
〉
一
三
時
l
神
田
校
舎
二

O
二
教
室

《
外
国
人
労
働
者
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
》

司
会
毛
塚
勝
利
所
員

パ
ネ
ラ

1ω
上
林
千
恵
子
氏
（
江
戸
川
大
学
講
師
、
元
東
京

都
労
働
研
究
所
研
究
員
）

「
実
態
調
査
結
果
に
つ
い
て
」

パ
ネ
ラ

lω
宮
島
喬
氏
〈
お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学

部
教
授
）

「
社
会
学
の
立
場
か
ら
」

バ
ネ
ラ

lω
岡
伸
一
氏
〈
大
分
大
学
経
済
学
部
教
授
）

「
経
済
学
の
立
場
か
ら
」

六
月
二
九
日
（
土
）
一
一
時
J
神
田
一
ニ
A
会
議
室

(3) (4) 

(5) 

「
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
福
祉
事
情

1
里
親
制
度
を
中
心

に
｜
」

報
告
者
宇
都
祭
子
所
員

。
人
文
科
学
研
究
所
と
の
共
催

七
月
六
日
〈
土
）
一
四
時
J
神
田
一
二

A
会
議
室

《
鈴
木
直
次
著
『
ア
メ
リ
カ
社
会
の
な
か
の
日
系
企
業
｜
自
動

車
産
業
の
現
地
経
営
｜
』
合
評
会
》

評
者
公
文
薄
氏
ハ
法
政
大
学
教
授
）

浅
見
和
彦
所
員

一
O
丹
一
五
日
（
火
）
一
四
時
四

O
分

t
生
国
八
四
二
会
議
室

テ
1
7
2窓
R
F
何
ロ
開
。
－
国
同
ロ
品
開

z
g旬
g
ロ
ロ
冊
目
。
n
円曲口『日

日
∞
怠
＼
同
喧
由
由
也

報
告
者
。
円
・
寸
貨
店
ロ
の
曲
同
〈
刊
円
（
C
E
S
H帥
F
Q
o
h
切
己
記
o－〉

＠
グ
ル
ー
プ
研
究
「
現
代
社
会
の
学
問
的
課
題
」
と
の
共
催

一
O
月
二
六
日
（
土
）
一
一
時
J
神
田
社
研

テ
！
？
「
旧
東
独
地
域
の
経
済
再
建
と
労
働
市
場
政
策
」

報
告
者

p
・
。
。
円
宮
司
仏
国
g
n
r
Q
g
t
z
g
o問
看
2
r
s
ι

吋
由

nrロ
o

－o岡山
、
白
骨
径
四

ωn

－gn冊
。
。
己
負

Z
O円四
ri

g－584弓
E
P－－曲〉

通
訳
加
藤
浩
平
所
員

。
グ
ル
ー
プ
研
究
「
フ
ェ
ル
ナ
ン

H
ブ
ロ

l
デ
ル
と
世
界
経

済
」
と
の
共
催

一
一
月
四
日
ハ
月
〉
一
六
時
J
神
田
一
一
一

A
会
議
室
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テ
I
7

(6) （η (8) 



(9）’ 

テ
！
？
「
ロ

l
ザ
の
現
代
的
意
義
」

報
告
者
』
S
U
N－
由
唱

zrru『
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
経
済
学
者
）

通
訳
加
藤
浩
平
所
員

＠
グ
ル
ー
プ
研
究
「
現
代
社
会
の
学
問
的
課
題
」
と
の
共
催

一
二
月
一
三
日
（
金
）
一
四
時

t神
田
社
研

テ
！
？
「
西
欧
の
発
展
と
第
三
世
界

t
ゼ
ン
ク
ハ

l
ス
の
議

論
を
め
ぐ
っ
て
｜
」

報
告
者
近
藤
正
臣
氏
〈
大
東
文
化
大
学
教
授
〉

＠
グ
ル
ー
プ
研
究
「
フ
主
ル
ナ
ン
H
ブ
ロ

l
デ
ル
と
世
界
経

済
」
と
の
共
催

一
二
凡
一
九
日
（
木
）
一
四
時
三

O
分
J
生
田
第
四
会
議
室

《
一
ニ
輪
芳
郎
編
『
現
代
日
本
の
産
業
構
造
』
合
評
会
》

評
者
玉
垣
良
典
所
員

栗
木
安
延
所
員

＠
グ
ル
ー
プ
研
究
「
金
融
自
由
化
と
金
融
再
編
成
」
お
よ
び
「
日

・
米
・
欧
に
お
け
る
企
業
行
動
の
研
究
」
と
の
共
催

特
別
・
合
宿
集
中
研
究
会

M 
(2) 

）
 

－A
 

（
 
春
季
合
宿
集
中
研
究
会
・
工
場
調
査
ハ
三
月
五
日
J
七
日
〉

三
月
五
日
〈
火
〉
一
八
時
J
博
多
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
会
議
室

研
究
テ
！
？
「
新
日
鉄
八
幡
の
合
理
化
・
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア

リ
ン
グ
の
展
開
と
現
況
」

ω戸
田
季
久
雄
氏
〔
朝
日
新
聞
社
西
部
本
社
経
済
部
）

報
告
者

ω松
村

茂

雄

氏

ハ

同

右

）

三
月
六
日
ハ
水
）
八
時
半

t
一
八
時

．
八
幡
製
鉄
所
お
よ
び
関
連

事
業
調
査

ω八
幡
製
鉄
所
概
要
説
明
・
工
場
見
学

ωヴ
ィ
ラ
ノ
i
ヴ
ァ
大
谷
ハ
有
料
老
人
ホ
！
ム
〉

サ
ン
ヴ
ィ
ラ
概
要
説
明

・
見
学

ωス
ペ
ー
ス
ワ
ー
ル
ド
概
要
説
明
・
・見
学

ω
特
別
研
究
会

七
月
二
四
日
（
水
〉
一
O
時
l
k
s
p
〈
神
奈
川
サ
イ
エ
ン
ヌ
パ

－
ク
〉
会
議
室

研
究
テ
！
？
「
研
究
開
発
都
市
・
川
崎
の
課
題
」

報
告
者

ω中
島
．
清
氏
〈
横
浜
市
立
大
学
経
済
研
究
所
教
授
〉

「
川
崎
市
の
産
業
構
造
の
変
化
」

ω木
村
宏
氏
（
鮒
K
S
P交
流
事
業
部
長
）
「
川

崎
市
の
産
業
政
策
と
K
S
P
の
コ
ン
セ
プ
ト
」

K
S
P館
内
、
マ
イ
コ
ン
・
シ
テ
ィ
l
・バ

l
ト
E
、
側
コ
ア

総
合
研
究
所
の
見
学

μ円い

グ
ル
ー
プ
研
究
助
成

一
九
九
一
年
度
は
下
記
の
三
件
ハ

ωtω
）
を
継
続
し
て
助
成
し
た
ほ

か
、
新
た
に
五
件
〈
川

w
t刷
）
ハ
助
成

A
l四
件
、
助
成

B
l
一
件
〉
助

成
し
た
ρ

助
成
額
は
A
は
一
件
あ
た
り
五

O
万
円
、

B
は
ニ

O
万
円
と

B’ 
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し
た
。
な
お
、
研
究
助
成
A
に
対
し
て
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
の

う
ち
、
一
人
以
上
の
所
員
が
当
グ
ル
ー
プ
が
定
め
た
共
通
テ
！
？
に
関

連
す
る
個
別
テ
1
7
で
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し
た
公
表

誌
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

〈
研
究
助
成
A
V

ω
「
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
実
証
的
研
究
｜
｜
国
家
の
自
由
度
・
安

定
度
調
査
」
（
八
九
年
度
発
足
）

（
古
川
〈
資
〉
・
小
林
（
直
）
・
隅
野
・
小
沼
・
石
村
・
大
浜
・
森

川
・
内
藤
ハ
光
）
の
八
所
員
）

ω
『
フ
ェ
ル
ナ
ン

H
プ
ロ

l
デ
ル
と
世
界
経
済
」
（
九

0
年
度
発
足
、

以
下
同
じ
〉

（
常
行
〈
責
〉
・
大
庭
・
作
間
・
福
島
（
義
）
・
松
浦
・
村
上
・
望

月
（
清
〉
・
八
林
の
八
所
員
〉

ω
「
一
九
三

O
t
一
九
五

0
年
代
の
恩
想
的
・
文
化
的
・
政
治
的
研

究」

〈
祭
湾
〈
責
〉
・
大
谷
・
深
沢
・
佐
藤
（
恭
）
・
広
瀬
・
伊
吹
・
蔭

山
の
七
所
員
）

「
金
融
自
由
化
と
金
融
再
編
成
」
〈
九
一
年
度
発
足
、
以
下
同
じ
）

ハ
吉
田
ハ
震
〉
〈
責
〉
・
熊
野
・
加
藤
ハ
幸
）
・
加
藤
（
佑
）
・
福
島

ハ
義
）
・
井
上
・
野
口
・
池
本
の
八
所
員
）

「
日
・
米
・
欧
に
お
け
る
企
業
行
動
の
研
究
」

（
奥
村
〈
責
〉
・
大
西
・
黒
川
・
伊
吹
・
赤
羽
・
抑
・
前
回
（
和
）

の
七
所
員
〉

(4) (5) 

「
現
代
社
会
の
学
問
的
課
題
」

（
内
田
〈
賃
〉
・
高
橋
・
津
野
・
石
塚
・
村
上
・
矢
吹
の
六
所

員）
「
地
域
社
会
の
比
較
研
究
」

ハ
米
地
〈
質
〉
・
柴
田
・
字
都
・
広
田
・
嶋
根
の
五
所
員
）

〈
研
究
助
成
B
〉

制
「
国
民
経
済
計
算
｜
S
N
A
の
課
題

l
」

（
作
間
〈
責
〉
・
黒
川
・
回
路
（
研
究
多
与
）
の
三
名
）

(6) (7) 

(5) 

個
人
研
究
助
成

一
九
九
一
年
度
は
下
記
の
七
件
を
助
成
し
た
。
助
成
額
は
一
件
あ
た

り
一
五
万
円
と
し
た
。
な
お
、
と
の
助
成
に
は
、
原
則
と
し
て
交
付
年

度
よ
り
起
算
し
て
三
年
以
内
に
、
本
研
究
所
が
指
定
も
し
く
は
承
認
し

た
公
表
誌
に
研
究
成
果
を
公
表
す
る
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。

ω
加
藤
佑
治
所
員
「
派
遣
労
働
に
関
す
る
理
論
的
・
実
証
的
研
究
」

ω
平
田
和
一
所
員
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
行
政
裁
判
」

ω
二
瓶
敏
所
員
「
戦
後
日
本
資
本
主
義
の
再
生
産
構
造
の
研
究
」

ω
加
藤
浩
平
所
員
「
E
C統
合
お
よ
び
ド
イ
ツ
統
一
に
伴
う
ド
イ
ツ

の
経
済
構
造
の
変
化
に
関
す
る
研
究
」

鶴
田
俊
正
所
員
叶
継
続
的
取
引
慣
行
に
関
す
る
調
査
研
究
」

津
野
徹
所
員
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
恩
想
l
特
に
ド
イ
ツ
社
会
恩

想
ー
の
研
究
」

堀
江
洋
文
所
長
「
エ
リ
ザ
ベ
ス

I
世
期
初
頭
の
イ
1
リ
l
司
教
区

(6) (5) 
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に
お
け
る
聖
職
者
の
教
育
水
準
と
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

攻
勢
に
つ
い
て
」

三
『
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
月
報
』
の
刊
行

一
九
九
一
年
は
三
＝
一

O
号
か
ら
三
四
二
号
ま
で
を
刊
行
し
た
。

三
三

O
号
（
一
九
九
一
年
一
月
〉

福
島
新
吾
所
員
「
イ
ラ
ク
・
ク
ウ

z
l
ト
問
題
の
背
景
』

古
川
純
所
員
「
湾
岸
危
機
を
利
用
す
る
自
衛
隊
『
派
兵
』
の
違
憲

性」

三
一
三
号
（
一
九
九
一
年
二
月
〉

構
図
誠
吾
所
員
「
関
連
多
角
化
戦
略
と
事
業
部
制
の
導
久
｜
｜
戦
後

造
船
経
営
史

ω」

三
三
二
号
ハ
一
九
九
一
年
三
月
）

森
宏
所
員
「
『
国
際
化
』
と
は
何
だ
ろ
う
｜
｜
個
人
的
体
験
に

基
づ
い
て
」

，
松
浦
利
明
所
員
「
国
際
学
会
開
催
を
手
伝
っ
て
の
感
想
」

三
三
＝
一号
〈
特
別
号
）

「
専
修
大
学
社
会
科
学
研
究
所
創
立
四

O
周
年
記
念
研
究
集
会
」

吉
津
芳
樹
所
員
「
内
田
義
彦
の
学
問
世
界
｜
｜
『
日
本
か
ら
日
本
へ
』

の
経
済
学
史
研
究
｜
｜
」

幸
男
氏
ハ
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教
授
〉

の
経
済
思
想
像
」

長

「
内
田
義
彦
と
日
本

小
沼
堅
司
所
員
「
社
会
主
義
と
市
民
社
会
l
内
問
義
彦
氏
の
所
説
惚

触
れ
て

l」

三
三
四
号
（
一
九
九
一
年
四
月
〉

貌
宏
速
氏
ハ
南
海
大
学
歴
史
系
教
授
）
・
笠
原
十
九
司
氏
〈
宇
都
宮

大
学
教
授
〉
「
呉
店
村
を
事
例
と
し
た
中
国
農
村
変

革
の
歴
史
」

波
津
博
明
氏
（
読
売
新
聞
外
報
部
）
「
中
南
米
の
人
権
侵
害
と
『
死

の
軍
団
』
」

三
三
五
号
（
一
九
九
一
年
五
月
〉

沖
田
健
士
口
氏
（
中
国
短
期
大
学
教
授
）
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
産
業

の
産
業
組
織
と
企
業
内
部
組
織
」

三
三
五
号
ハ
一
九
九
一
年
六
月
〉

斎
藤
秋
男
研
究
怠
与
「
H

生
活
教
育
社
u

の
成
立
・
活
動
停
止
・
回
復

を
め
ぐ
っ
て
｜
『
中
国
革
命
と
，
生
活
教
育
’
運
動
』
」

続
稿
ハ
そ
の
二
〉

祖
仲
野
徹
所
員
「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
図
書
館
所
蔵
L
・
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
遺
稿
」

三
三
七
号
（
一
九
九
一
年
七
月
）

石
渡
貞
雄
研
究
安
寺
「
我
流
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
考
」

三
三
八
号
（
一
九
九
一
年
八
月
〉

矢
吹
芳
洋
特
別
研
究
員
「
高
校
社
会
科
の
『
再
編
』
と
世
界
史
必
修

を
め
ぐ
っ
て
」

三
三
九
号
三
九
九
一
年
九
月
）

322 



赤
羽
新
太
郎
所
員
「
現
代
日
本
企
業
の
本
格
的
国
際
化
と
マ
イ
ク
ロ

－
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
革
命
に
関
す
る
1
考
察
」

三
四

O
号
（
一
九
九
一
年
一

O
月〉

池
田
博
行
所
員
「
悔
い
多
き
人
生
」

三
四
一
号
三
九
九
一
年
一
一
月
）

三
輪
芳
郎
研
究
参
与
「
昭
和
史
の
一
断
面
（
上
）
」

三
四
二
号
（
一
九
九
一
年
一
二
月
〉

斎
藤
秋
男
研
究
参
与
「
〈
陶
行
知
・
現
地
研
究
〉
の
旅

・
そ
の
節
目
に

ー
一
九
九
一
年
一

O
月
・
陶
誕
辰
一

O
O周
年
記
念
・

活
動
の
参
加
報
告
｜
」

四

そ
の
他
の
活
動

(1) 

文
献
、
資
料
の
収
集
と
整
理

－
文
献
、
資
料
の
収
集

所
員
の
希
望
を
も
と
に
統
計
資
料
を
中
心
と
し
た
文
献
、
資
料
の
購

入
と
収
集
を
行
な
っ
た
。
以
下
、
購
入
の
一
例
を
掲
げ
て
お
く
。

ω
さ
与
え
2
．
個
吋

Z
E
Z
g司
同
口
同
市
町
ロ
丘
町
O
ロ
曲
－

u－
2
5
5
q

ω
富
良
羽
市
r
R
Q
F
H
F
g－
〉
田
明
白
田
曲
目

g
g
（

H
1
S

ω
「
新
和
英
大
辞
典
（
第
四
版
）
」

2

文
献
資
料
の
整
理

収
集
し
た
文
献
の
登
録
（
グ
ル
ー
プ
研
究
助
成
や
個
人
研
究
助
成
な

ど
で
購
入
し
た
文
献
を
含
む
）
、
蔵
書
の
チ
ェ
ッ
ク
〈
現
物
と
カ
i
ド

の
照
合
）
、
雑
誌
の
製
本
を
行
な
っ
た
。

3

寄
贈
本
の
登
録
、
整
理

三
輪
芳
郎
研
究
参
与
よ
り
蔵
替
の
寄
贈
を
受
け
、
そ
の
登
録
と
整
理

を
行
な
っ
た
。

な
お
、
慢
性
的
な
書
架
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
、
神
田
分
室
の

「
中
央
公
論
」
を
生
田
図
書
館
と
北
海
道
短
大
図
書
館
に
移
管
し
た
。

(2) 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用

－
ソ
フ
ト
の
購
入

以
下
の
ソ
フ
ト
を
購
入
し
た
。

ω目
N
H
M

咽

0
2
ヌ
ω1同
δω
フ
ァ
イ
ル
コ
ン
バ
ー
タ
l

ω、
、
こ
ニ
普
院
主
宮
ω100ω
フ
ァ
イ
ル
コ
ン
バ
ー
タ
l

ωエ
キ
ス
パ
ー
ト

ω司
od司品？の
S
Z
（
グ
ラ
フ
作
成
ソ
フ
ト
〉

帥
F
2
5
H
I
N－
ω
ハ
〈
巾

E
Oロロ唱〉

2
・
パ
ソ
コ
ン
環
境
の
補
修
・
改
善

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
を
修
理
す
る
と
と
も
に
、
メ
ニ
ュ
ー
、
バ
ッ
フ

ァ
、
各
種
ツ
ー
ル
を
導
入
し
た
。

、
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